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新
型
ウ
イ
ル
ス
に
世
界
が
翻
弄
さ
れ
る
な
か
、

私
た
ち
は
「
世
界
の
な
か
の
日
本
」
の
今
後
を
問

い
直
さ
れ
て
い
る
。
規
律
正
し
く
予
防
し
、
真
面

目
に
自
粛
す
る
国
民
性
が
世
界
か
ら
称
賛
さ
れ
る

一
方
で
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
阻
む
ハ
ン
コ
文
化

や
商
習
慣
、「
人
・
紙
・
対
面
」
志
向
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
・
教
育
・
医
療
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
・
給
付
金

支
払
い
問
題
で
露
呈
し
た
有
事
の
政
策
実
行
体
制
、

海
外
依
存
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
な
ど
、
多
く
の

本
質
的
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
今
回
の
災

禍
は
、
さ
な
が
ら
眠
り
を
覚
ま
す
ウ
ェ
ー
ク
ア
ッ

プ
・
コ
ー
ル
の
よ
う
で
あ
る
。

　

経
済
社
会
の
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス（
し
な
や
か
な

強
さ
）」
が
強
く
求
め
ら
れ
る
な
か
、
静
脈
産
業

に
身
を
置
く
私
が
意
識
す
る
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

が
あ
る
。

　

１
つ
目
は
「
デ
ジ
タ
ル
化
」
だ
が
、
こ
れ
は
論

を
待
た
な
い
だ
ろ
う
。
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
普
及

は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
高
め
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
促
進
に
も
資
す
る
。

ま
た
、
大
都
市
に
居
住
す
る
必
要
性
が
薄
れ
、
地

方
へ
の
人
の
流
れ
を
後
押
し
す
る
だ
ろ
う
。

　

２
つ
目
は
「
グ
ロ
ー
カ
ル
化
」
だ
。
現
在
、
世

界
は
渡
航
制
限
で
さ
な
が
ら
鎖
国
状
態
だ
が
、
人

口
減
少
で
国
内
市
場
が
し
ぼ
む
日
本
に
と
っ
て
、

こ
の
ま
ま
鎖
国
を
続
け
る
選
択
肢
は
な
い
。
日
本

の
未
来
は
世
界
と
と
も
に
あ
る
。
他
方
で
、
国
内

に
お
い
て
は
、
中
央
集
権
型
か
ら
脱
却
し
分
散
型

の
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
、
食
料
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
自
給
の
点
か
ら
も
重
要
だ
と
思
う
。
そ
し

て
、
自
立
し
た
地
方（
ロ
ー
カ
ル
）が
世
界（
グ
ロ

ー
バ
ル
）と
直
接
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
。

　

３
つ
目
が
、「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー（
循
環
型
）化
」

だ
。
資
源
を
使
い
捨
て
に
す
る
リ
ニ
ア（
直
線
的
）

経
済
社
会
モ
デ
ル
を
脱
却
し
、
廃
棄
物
か
ら
資
源

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
す
循
環
の
創
造
は
、
海

外
へ
の
資
源
依
存
や
環
境
負
荷
の
低
減
に
資
す
る

だ
け
で
な
く
、
地
域
に
新
し
い
産
業
を
生
み
出
す

可
能
性
を
も
秘
め
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
３
つ
の
歯
車
が
か
み
合
え
ば
、
人
々
の

生
活
の
質
は
向
上
し
、
地
方
は
真
に
活
性
化
し
、

レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
経
済
社
会
が
実
現
す
る
と
信
じ

て
い
る
。

　

今
、
私
た
ち
は
、
先
の
見
え
な
い
闇
に
い
る
。

し
か
し
、
光
は
、
ト
ン
ネ
ル
の
先
に
あ
る
わ
け
で

は
な
い
。「
光
は
闇
の
中
に
あ
る
。
闇
は
光
に
勝

て
な
い
。」
ヨ
ハ
ネ
の
福
音
書
に
記
さ
れ
た
言
葉

だ
と
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
経
団
連
の
活
動
が
、

日
本
そ
し
て
世
界
の
闇
に
輝
く
光
と
な
る
よ
う
、

皆
様
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
た
い
。

光
は
闇
の
な
か
に
輝
く

世
界
の
な
か
の
日
本
の
未
来
へ
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